
縁
の 

下
の

力

も
ち

葵祭に使うフタバアオイを育てることで京都の
伝統を支える葵プロジェクトと同様に、三洋化
成は機能性化学品を通じて、暮らしや産業のさ
まざまな分野を支えています。

私も力もちです

@sanyochemical 
三洋化成 Twitter

あなたも、
フタバアオイを育てて、
葵プロジェクトに
参加してみませんか？

三洋化成工業株式会社

もよりバス停は「泉涌寺道」

x京都市東山区一橋野本町11-1

上賀茂神社に事務局を置く一般財団法人葵プロジェクト講師・理事。京都
の上賀茂神社近くで生まれ育つ。もともと古き良きものが好きで、ニュースで
葵プロジェクトが発足することを知り、参加した。いざ関わってみると、父が自
宅でフタバアオイを育てて神社に納めていたことを思い出し、深い縁を感じ
たという。苗の育成や祭の飾りづくりなどの講師、広報担当として活動する。

高瀬川 薫子さん
たか   せ  がわ  かおる  こ

葵プロジェクト
HPはこちら

葵
祭
に
欠
か
せ
な
い
フ
タ
バ
ア
オ
イ
と
、

伝
統
を
思
う
心
を
育
く
む「
葵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

あ
お
い
ま
つ
り

葵祭の本番前、みんなが各所で育てたフタバ
アオイをカツラの葉とともに飾りに組む「アオ
イカツラの奉製（ほうせい）」。葵祭の名も、祭
の装束や乗り物にフタバアオイの飾りをつけ
ることに由来する。

静岡から来た修学旅行の生徒らが、中学で育
てたフタバアオイを、自らの手で上賀茂神社
の敷地に植える。「遠く離れていても、一つの
目的に向かって人と人がつながることに魅力
を感じます」と高瀬川さん。

　

京
都
三
大
祭
の
ひ
と
つ
、葵
祭
が

行
わ
れ
る
５
月
が
や
っ
て
き
た
。古
来
、

祭
り
は
自
然
や
神
へ
の
畏
怖
と
感
謝

の
表
れ
だ
。葵
祭
の
起
源
も
ま
た
、約

１
４
０
０
年
前
に
風
雨
が
続
い
た
と

き
に
賀
茂
の
神
に
捧
げ
た
五
穀
豊
穣

の
祈
り
だ
っ
た
。

　

葵
祭
の「
葵
」は「
あ
ふ
ひ
」と
書
き
、

神
様
に
逢
う
＝「
あ
ふ
」と
い
う
意
味

が
あ
る
。葵
祭
を
例
祭
と
す
る
上
賀

茂
神
社
・
下
鴨
神
社
の
神
紋
も
こ
の

フ
タ
バ
ア
オ
イ
の
葉
で
あ
り
、葵
祭
に

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

　

か
つ
て
は
神
社
周
囲
の
山
な
ど
で

採
れ
た
が
、近
年
は
環
境
の
変
化
で
数

が
減
っ
て
き
た
。そ
の
た
め
葵
祭
に
使

う
フ
タ
バ
ア
オ
イ
を
京
都
内
外
の
学

校
や
会
社
、個
人
で
育
て
て
神
社
に

納
め
る「
葵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
２
０

１
０
年
に
立
ち
上
が
っ
た
。最
終
的
に

は
フ
タ
バ
ア
オ
イ
が
自
生
す
る
、い
に

し
え
の
森
の
復
活
を
目
指
す
。

　
「
葵
祭
に
は
、約
１
万
６
０
０
０
本

の
フ
タ
バ
ア
オ
イ
が
必
要
で
す
。い
ま
、

協
力
者
の
皆
さ
ん
が
フ
タ
バ
ア
オ
イ

を
別
々
の
場
所
で
育
て
、祭
に
間
に
合

う
よ
う
に
増
や
し
て
送
り
返
し
て
く

れ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、葵
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
理
事
の
高
瀬
川
薫
子
さ
ん
。

フ
タ
バ
ア
オ
イ
を
自
ら
育
て
る
こ
と
で
、

遠
く
の
存
在
だ
っ
た
京
都
伝
統
の
葵

祭
が
、ぐ
っ
と
身
近
な
も
の
に
な
り
、

葵
祭
や
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解

と
思
い
が
深
ま
る
。ま
た
、そ
う
し
て

育
ま
れ
た
伝
統
を
思
う
心
は
、祭
に

欠
か
せ
な
い
装
束
や
道
具
な
ど
周
辺

の
伝
統
産
業
の
技
術
を
未
来
へ
継
承

す
る
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
葵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
フ
タ
バ
ア
オ

イ
と
伝
統
を
思
う
心
を
育
む
こ
と
で
、

葵
祭
や
日
本
の
伝
統
を
支
え
る
縁
の

下
の
力
も
ち
だ
。


